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褐色のケイ藻が語 りかけてくること

真光寺川を清流にする会 山 口拓郎

冬の真つただ中です。早朝下堰親水を訪れると権現橋たもとの池は厚い氷に閉ざされてい
ます。うれしいことは流れが澄んできたことです。連日、透視度も90Cm以 上あり)叫底の秒の粒
子が見える程です。暑い季節には透視度は精 6々0Cm以下でした。それに毎朝、川面を覆つ
ていた大粒の泡も見られなくなりました。やはり上流の広袴公園のヘドロの浚操作業が効果を
現したのでしょうか。散歩の方々も水がきれいになったと日にされるようになつてきました。

然し、些細に観察すると水は決して純粋な透明ではありません。全体に薄い雲がかかつたよ
うに青黒味を帯びているのです。前より水質は明らかに劣化しているようです。湧水の少ない真
光寺川は流量が減少し水の純度が保てなくなってしまつているのでしょうか。ある種のプランク
トンが発生しているのかもしれません。さらに)|1底の石には褐色の藻が付着しています。

紺 就 蟹 ;恙麟 纏 覧 塁銘 液 場 蕊 艦 縁麟 釜練 轟
量に流れてきました。藻が敏感に水温に反応したようです。「真光寺川まつり」を中止したのもこ
の藻の存在が主因でした。気持ちの悪い褐色の藻が繁茂した川は、子供たちが気持ちよく遊
べる環境ではないと判断したからです。ケイ藻の一種と思われます。
ケイ藻類について調べてみました。

1)光合成によつて水と二酸化炭素から有機物を合成し酸素を発生し水を浄化する
2)合成された有機物は魚や水生昆虫に不可欠な食物となる
3)汚濁のすすんだ川と清流では棲,感する種類が異なる。

これ迄ケイ藻につき考え違いをしていた自分に気づきました。ケイ藻は川の環境に応じ自然
に生きているのです。逢か昔から自然の摂理に従いひたすら種の保存に努めてきたのではな
いでしょうか。)||をよごしているのはむしろ人間の方です。これからは徒に「きたない」と敏遠す

亀千晋雑嘉毒坪りかけるこヨこ髄瞬都ける
習濫軽観経鞠 る。ゴイサギ勝

11月 6日 (火)里 親通信発行 ・―木会    原 に潜んでいる気配がする。
14時から支所で発行業務。山本、黒日、吉日、 lo:30 下 堰規水へ移動する。川沿いに三々
野田さん。18時から魚民で一木会。山本、黒   五 々、堰きの跡や、谷戸の風景を観察しなが

黒ポ 発 =拶 婢 翌 塑 護 饗 響
習
 1景 8襟 験 水到着。数班に分かれて下題幾

11月 11曰 く日)清 掃作業 ｀
      矢 崎橋間の清掃作業に取りかかる。初めての

体験だつたようだ。
曇り。11名 参加。ゴミ14袋 、自転車3台拾得。  12:oo 作 業終了、いちょう会館へ移動する。
権現橋上流でナマズを見かけた。本が倒れデ|| 昼食をとりながら)||についての話等。
面をふさいでいる箇所が数力所ある。 12:30 学 校へ向けて元気よく帰つて行つた。

気持ちのいい秋 田和の下、のびのびと体験学
11月 15日 (月)麻 生総合高校体験学習  習 を楽しんでいた。後 日感想文が送られてきた。
快晴。麻生総合高校は毎年、体験学習の一環
として真光寺川の清掃作業をしている。今年も 11月 21日 (水)和 光鶴小へ出前講座
生徒21名 、先生2名が参カロした。会からは出 上野先生から出前講座の依頼があった。4月か
本、山岡、生江さんと4名が対応した。 ら始めた「真光寺川研究」もいよいよまとめの段
9:40 な袴公園に元気な顔を揃える。

君と論堪:鴨|でほ翻窮貿
鳥ヽ母獣群疑千営口著

いこと卜杯あるそう
11時冒頭「真光寺川の今昔」「清流の会の活

動」を話し質疑応答に入る。魚のこと、鳥のこと、

メダカポストのこと、珍しい捨得物のこと等次々

と質問があり予定の一時間を大幅にオーバーし

てしまう9真光寺川のことを故郷の川としていつ

までも忘れることはないだろうと感じる。

112月 l
12月 3日 (月)星 親通信発行

先約があり参加できなかつた。山本、黒日、桜

井さん等で発行業務。

12月 5日 (水)一 本会
18時から魚民で開催。山本、黒田、桜井、吉田

岩上さん出席。里親通信の毎月発行の是非等

について討議。

‐餓 12月 9日 (日)精 掃作業

曇。風強い。参加者10名といつもより少ない。

特にゴミの多い下堰親水～矢崎橋間を重点的

に清掃する。ゴミ12袋回収。下堰親水下流に

鯉が一匹死んでいた。

11月 l
l月 9日 (水)市 ・水貿検査立会い

市は城内の主要河川15ヵ所で年4回、定期的

に水質検査を実施している。真光寺川では矢

崎橋が選ばれている。10月下旬に開催された

町田市との打合せの際、立会せてほしいと要

請する。山本、黒田さんと立ち会う。

環境保全課から志賀係長等3名。水質検査を
実施したのは側環境分析センターの検査員
2名。10時 から約1時間争
分析項 目は水温,色相,臭気・透視度・済こ量・

PH・BOD,浮 遊物質量・全窒素・全リン等20
項目である。検査員が流れに降りて入念に実
施する。特に流量調査には時間を要したぃ
透視度は100Cm強 とのこと◇
水質の詳細な分析結果は後日、報告してもら
えるとのことであつた。

1月 11日 (金)里 親通信発行“一本会
14時 から支所で発行業務。山本、黒田、桜井
さんと4名。18時 から魚民で一木会。山本、黒
田、桜井、吉日、岩上、久出さん等7名。新年
らしい話題で賑やかだつた。

1月 13日 (日)境 川ウォー幸ング

快晴微風。1月は清掃作業ができないので毎

年ウォーキングすることが恒例になつている。

今年は境川を散策することになつた。
10時  鶴 川駅に集合。参加者7名少し寂しい。
10時 半、JR町 田駅裏の境川に出て、下流に向
かつて出発する。この辺リエコネットの有志で

清掃作業をしている場所だ。程なく南東建・

東部建設事務所を経て親水広場へ。毎年

町田・相模原市合同で開催するクリーン・

アップ作戦の拠点 に なる広場である。

境川は大地沢を源流として江ノ島の辺りで相

模湾に注ぐ全長52Kmの 河川である。武蔵

国と相模国の境を流れているところから境川

と呼ばれていると云う。

町田天満宮に立ち寄る。初詣客が多い。
11時 金森で再び川沿いの道に出る。
川幅は広々としており、流れはきれいだ。所
々多くの鯉が群れている。蛇行した旧い川筋
の跡が残り、その不規則な河川敷が小公園

や遊水池として利用されている。

快晴の日曜 日、思い思いの服装でジョギング

を楽しむ″人が多い。
4Kmの 行程と聞いていたが結構遠く感じる。

途中、小公園で一息入れる。

河岸にカワセミを撮ろうとカメラを構えた人々

が群れていた。
12時  よ うやく目的地・鶴間公園に着きはつと

する。木立の多いゆったりした公園だ。

近くのアウトレット南町日で新宴会を兼ねて

昼食をとる。少々くたびれたが健康で'炭適な
一日だつた。 (この項おわり)


